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指
導
員
に
独
自
の
給
付
を
し
た

自
治
体
が
あ
り
ま
す
！

　

二
〇
二
〇
年
二
月
以
降
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
拡
大
防
止
の

た
め
の
対
策
が
と
ら
れ
る
な
か
で
、
学

童
保
育
の
制
度
が
脆
弱
で
あ
る
こ
と
も

あ
ら
た
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
学
童
保
育
で
は
、
施

設
・
設
備
や
保
育
体
制
な
ど
か
ぎ
ら
れ

た
条
件
の
な
か
で
、
精
一
杯
の
感
染
症

対
策
を
図
り
つ
つ
、
日
々
の
保
育
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
指
導
員
と
保
護
者

は
共
に
、
不
安
と
緊
張
の
な
か
で
も

で
き
る
だ
け
「
日
常
の
安
心
な
時
間
」

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
を
守

る
た
め
の
努
力
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

国
の
第
二
次
補
正
予
算
（
二
〇
二
〇

年
六
月
一
二
日
成
立
）
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
従
事
者
慰
労
金
交
付
事
業
」
で

は
児
童
分
野
、
学
童
保
育
や
保
育
所

の
職
員
は
対
象
外
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
全
国
連
協
）
は
、
六
月
一
九
日

に
厚
生
労
働
省
に
学
童
保
育
を
対
象

と
す
る
こ
と
を
求
め
る
緊
急
申
入
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
の
間
の
現
場
の
努
力
に

対
し
て
、
指
導
員
へ
の
独
自
の
給
付

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す

（
二
〇
二
〇
年
八
月
二
八
日
現
在
）。

◇
北
海
道
札
幌
市
…
…
一
人
五
万
円
。

◇
岩
手
県
盛
岡
市
…
…
一
人
一
万 

二
〇
〇
〇
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
「
二
〇
二
〇
も
り
お
か
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
」。

◇
岩
手
県
滝
沢
市
…
…
一
人
三
万
円
。

緊
急
事
態
宣
言
期
間
（
二
〇
二
〇
年 

四
月
一
六
日
〜
五
月
二
五
日
）
に
従
事

し
た
職
員
（
正
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、

非
常
勤
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
も
）
が
対
象
。
勤
務
日
数
、
勤
務

時
間
は
問
わ
な
い
。

◇
宮
城
県
仙
台
市
…
…
一
人
五
万
円
。

以
下
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
が

対
象
。「
保
育
施
設
等
（
認
可
外
保
育

施
設
を
含
む
）、
幼
稚
園
、
児
童
ク
ラ

ブ
、児
童
養
護
施
設
等
に
」「
二
〇
二
〇

年
二
月
二
一
日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
、
児
童
と
接
触

を
伴
う
業
務
に
一
〇
日
以
上
従
事
し

て
い
る
」「
九
月
一
日
時
点
で
児
童
福

祉
施
設
等
に
在
籍
し
て
い
る
（
職
種

や
勤
務
時
間
は
問
わ
な
い
）」。

◇
秋
田
県
由
利
本
荘
市
…
…
一
人
最

大
五
万
円
。
公
営
の
指
導
員
（
公
務

員
）
は
対
象
で
は
な
い
。

◇
山
形
県
…
…
一
人
五
万
円
。
対
象

施
設
は
、
学
童
保
育
・
保
育
所
の
ほ

か
、
幅
広
い
児
童
分
野
。
公
営
の
保

育
所
の
保
育
士
（
常
勤
の
地
方
公
務

員
）
も
対
象
。
二
〇
二
〇
年
四
月
一

日
か
ら
六
月
三
〇
日
ま
で
に
一
〇
日

以
上
勤
務
（
勤
務
時
間
は
明
記
せ
ず
）

し
た
者
が
対
象
。
こ
の
期
間
、
勤
務

し
て
い
て
、
六
月
三
〇
日
を
も
っ
て

退
職
し
た
場
合
で
も
、
交
付
さ
れ
る
。

◇
山
形
県
山
形
市
…
…
一
人
三
万
円
。

四
月
七
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
の
間

で
、
平
日
に
八
日
以
上
保
育
に
携
わ
っ

た
職
員
が
対
象
（
立
場
や
勤
務
時
間

を
問
わ
ず
に
支
給
）。

◇
山
形
県
寒
河
江
市
…
…
一
人
最
大

六
万
円
。
正
職
員
一
人
・
一
か
月 

三
万
円
（
四
月
〜
五
月
が
対
象
な
の

で
最
大
六
万
円
）。

◇
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
…
…
一
人

三
万
円
。

◇
茨
城
県
東
海
村
…
…
一
人
三
万
円

分
の
汎
用
型
の
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

「
ク
オ
カ
ー
ド
」（
雇
用
形
態
は
問
わ

な
い
）。

◇
群
馬
県
沼
田
市
…
…
一
人
五
万
円
。

四
月
一
日
か
ら
七
月
三
一
日
ま
で
に

一
〇
日
以
上
勤
務
し
た
者
が
対
象
。

市
内
の
事
業
所
だ
け
で
な
く
、
市
在

住
で
、
近
隣
の
市
町
村
内
の
事
業
所

で
勤
務
す
る
場
合
も
対
象
。

◇
千
葉
県
松
戸
市
…
…
一
人
最
大
六
万

円
。
一
人
当
た
り
月
一
万
円
（
主

任
は
二
万
円
）、
補
助
員
へ
も
支
給
。

協
議
会
だ
よ
り
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期
間
は
四
月
〜
六
月
の
三
か
月
間
。

◇
東
京
都
練
馬
区
…
…
一
人
二
万
円
。

公
営
の
指
導
員
（
公
務
員
）
は
対
象

で
は
な
く
、
公
設
民
営
・
民
設
民
営

で
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
届

出
を
し
て
い
る
学
童
保
育
の
職
員
が

対
象
。

◇
神
奈
川
県
三
浦
市
…
…
一
人
二
万

円
。

◇
新
潟
県
新
潟
市
…
…
一
人
最
大

六
万
円
。
正
規
職
員
・
臨
時
職
員
を

問
わ
ず
。
新
潟
県
連
協
で
は
、
全
国

連
協
が
発
信
し
た
山
形
市
や
北
九
州

市
な
ど
、
先
行
し
て
自
治
体
独
自
の

給
付
が
行
わ
れ
た
情
報
を
市
の
担
当

課
に
届
け
て
い
た
。

◇
三
重
県
…
…
一
人
五
〇
〇
〇
円
分

の
電
子
マ
ネ
ー
「
み
え
子
育
て
Ｗ
Ａ

Ｏ
Ｎ
」。

◇
京
都
府
福
知
山
市
…
…
一
人
三
万

円
。

◇
岡
山
県
倉
敷
市
…
…
一
人
最
大

五
万
円
。
一
支
援
の
単
位
に
二
五
万

円
以
内
の
支
給
。
三
月
二
日
か
ら
五

月
三
一
日
に
保
育
業
務
に
従
事
し
た

職
員
が
対
象
で
、
一
人
上
限
五
万
円
。

こ
の
範
囲
で
ど
の
よ
う
に
支
給
す
る

か
は
、
各
運
営
委
員
会
に
任
さ
れ
る
。

七
月
一
日
以
降
に
支
給
さ
れ
る
も
の

が
補
助
金
の
対
象
。
市
は
、
議
会
の

意
見
に
よ
り
、
事
例
を
示
す
。

◇
山
口
県
…
…
一
人
五
万
円
。

◇
福
岡
県
北
九
州
市
…
…
一
人
最
大

二
万
円
。
三
ク
ラ
ス
以
下
の
ク
ラ
ブ

で
、
一
施
設
あ
た
り
二
五
万
円
、
四

ク
ラ
ス
以
下
の
ク
ラ
ブ
で
、
一
施
設

あ
た
り
五
〇
万
円
で
、
用
途
は
、
ク

ラ
ブ
の
職
員
（
非
正
規
職
員
を
含
む
）

に
対
す
る
特
別
給
付
金
（
人
件
費
）
及

び
こ
れ
に
係
る
経
費
（
法
定
福
利
費
）

と
さ
れ
て
い
て
、
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
一
人
あ
た
り
二
万
円
ま
で
を
目

安
。
市
連
協
と
し
て
、
慰
労
金
に
つ

い
て
の
要
望
を
し
て
い
た
。

◇
福
岡
県
福
智
町
…
…
一
人
五
万
円
。

二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
時
点
で
、
福
智

町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
施
設
設
置
条

例
で
定
め
る
施
設
の
運
営
主
体
と
雇
用

関
係
に
あ
る
者
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一

日
以
降
、
週
二
〇
時
間
以
上
の
勤
務
を

継
続
し
て
八
週
以
上
行
う
者
、ま
た
は
、

そ
の
見
込
み
が
あ
る
者
が
対
象
。

◇
福
岡
県
鞍
手
町
…
…
一
人
五
万
円
。

以
下
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
も
の

が
対
象
。二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
以
降
、

勤
務
し
た
者
、
二
〇
二
〇
年
三
月
四
日

以
降
、
六
月
三
〇
日
ま
で
の
勤
務
時
間

が
七
五
時
間
以
上
で
あ
る
者
。

◇
福
岡
県
小
竹
町
…
…
一
人
最
大

三
万
円
。
二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
五

月
ま
で
に
勤
務
し
た
者
、
放
課
後
児

童
支
援
員
は
三
万
円
、
補
助
員
は

一
万
五
〇
〇
〇
円
。

◇
沖
縄
県
金
武
町
…
…
一
人
一
万
円

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

全
国
連
協
は
、
子
ど
も
た
ち
と
生
活

を
共
に
す
る
う
え
で
必
要
な
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
た
指
導
員
が
こ
の
事
業

に
従
事
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
理
解
を
求
め
、
現
状

の
改
善
を
要
望
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

あ
た
っ
て
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
一

日
に
開
催
さ
れ
た
閣
議
に
お
け
る
財

務
大
臣
の
発
言
要
旨
に
は
、
各
省
か

ら
の
要
求
期
限
は
通
常
よ
り
一
か
月

遅
ら
せ
た
九
月
三
〇
日
と
し
た
う
え

で
、「
基
本
的
に
、
対
前
年
度
同
額
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
そ
の
上
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
な
ど
緊
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、

別
途
、
所
要
の
要
望
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
」
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
に
お
け
る
感
染
防
止
に

は
、
子
ど
も
集
団
の
規
模
や
一
人
当

た
り
の
面
積
基
準
は
「
従
う
べ
き
」

も
の
と
し
て
、
全
国
ど
こ
の
学
童
保

育
で
も
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
た
指
導
員
の
配
置
も
必
要
で

す
。
そ
れ
ら
を
実
現
で
き
る
予
算
と

な
る
よ
う
、
全
国
連
協
は
国
に
向
け

て
、
抜
本
的
に
増
額
さ
れ
た
概
算
要

求
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
き
つ
づ
き
、
一
人
ひ
と
り
の
保

護
者
・
指
導
員
の
声
を
保
護
者
会
・

指
導
員
組
織
に
集
め
、
連
絡
協
議
会

を
通
じ
て
、
市
町
村
・
都
道
府
県
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


